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Flesch Reading Easeで 74.7、Flesch-Kincaid Grade
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表１ 実験協力者の専攻別人数内訳
専攻 薬学 医療福祉 心理学 英語教育学 合計































































































































①構えなし（1回目） ②構えなし（2回目） ③構えあり（1回目） ④構えあり（2回目）
評定者 1  2007年 2008年 7月 3日 2008年 7月 31日 2008年中に実施予定
⑤構えなし（1回目） ― ⑥構えあり（1回目） ―
評定者 2  2008年 7月 6日 ― 2008年 7月 31日 ―
注）①－⑤（評定者間信頼性）および③－⑥（評定者間信頼性）の組み合わせで相関係数およびカッパ係数の算出を行った．
①－②（再検査信頼性）および③－④（再検査信頼性）については今後、実施する予定．



































































評定者 1  3.46（0.91) 3.42（0.70) 3.23（0.95) 3.50（0.91) 13.62（3.06)














評定者 1  3.42（0.95) 3.85（1.01) 3.58（1.17) 3.54（1.24) 3.58（0.95) 17.96（4.75)
































係数 発音・アクセント イントネーション 文節の区切り 全体的な内容の伝達 合計
r .58?? .82??? .66??? .75??? .85???
κ ns .68??? .38??? .53??? ―
??p＜.01．???p＜.001．漸近有意確率．
表８ 評定者間信頼性（構えあり)
係数 発音･アクセント イントネーション 文節の区切り 流暢さ 全体的な内容の伝達 合計
r .77??? .70??? .81??? .86??? .78??? .87???
κ .49??? .39??? .44??? .51??? .32?? ―
??p＜.01．???p＜.001．漸近有意確率．
表９ 2つの相関係数の相当性の検定の結果
発音・アクセント イントネーション 文節の区切り 全体的な内容の伝達
r?（構えなし） .58?? .82??? .66??? .75???
r?（構えあり） .77??? .70??? .81??? .78???
｜d｜ 1.23  1.00  1.15  0.25
結果（｜d｜≧1.96で有意水準





p (学習者） 0.51(68) 0.81(69)
i (観点） 0.00(0) 0.00(0)
j (評定者） 0.01(1) 0.01(1)
pi (学習者×観点） 0.00(0) 0.10(8)
pj (学習者×評定者） 0.04(5) 0.10(8)
ij (観点×評定者） 0.01(1) 0.01(1)
pij(学習者×観点×評定者） 0.19(25) 0.15(13)






















































































































評 定 者 数
構 え な し 構 え あ り
1人 2人 3人 1人 2人 3人
1観点 .68 .81 .86 .70 .78 .81
 
2観点 .79 .88 .92 .78 .85 .88
観点数 3観点 .83 .91 .94 .82 .88 .91
 
4観点 .85 .92 .94 .83 .90 .92
 









... when speaking, people generally raise and
 
lower the pitch of their voice, forming pitch
 
patterns. They also give some syllables in their
 
utterances a greater degree of loudness and
 









...Word stress refers to the pattern of stressed
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